
新しい年を迎えるにあたり、謹んで新春のご挨拶を申し上げます。旧年中は大変お世話になり厚く御礼申し上げます。本年も工事業者の

皆様と一緒に、質の高い砂防・地すべり対策施設の整備と地域の安心安全のために努力してまいります。

近年は、地球規模での気候変動により、台風が強大化するとともに大雨の発生頻度が増えることで、水害・土砂災害の増加、激甚化が大

変心配されていましたが、昨年9月には台風15号、10月には台風19号が日本列島に上陸し、長野県では千曲川が氾濫するなど甚大な被害

を発生させ、市民生活に大きな影響を及ぼしました。これまで経験したことがないような事象が当たり前に起こるようになってきたと認識

しなければならない年でした。

さて、昨年は元号が「平成」から「令和」へと改元され、あらたな時代がスタートするとともに、「昭和」が歴史になってしまい、少し

寂しい気持ちになってしまいましたが、おかげさまで、遠山川砂防出張所の事業は、地域の皆様のご理解とご協力により、また事故等の発

生もなく、順調に進捗しています。工事業者の皆様共々、引き続き本年もよろしくお願い申し上げます。

令和２年１月 遠山川砂防出張所 今村 俊裕

遠山川砂防出張所からご挨拶

現場代理人 西村 光樹

監理技術者 平栗 浩二

現場代理人 松沢 保宏

監理技術者 塩澤 義幸

現場代理人 遠山 道一

明けましておめでとうございます。本年も

よろしくお願いします。

昨年は自然の猛威に現場が翻弄された年で

した。6月末の梅雨前線豪雨では、遠山川の水

位が上昇し仮締切が一部流されてしまい、10

月の台風19号では現場が全部水没し多量の土

砂で埋まってしまい、復旧するのに1ヶ月以上

かかってしまいました。

今年は昨年のように雨がたくさん降らない

ことを祈っています。

明けましておめでとうございます。本年もよろ

しくお願いします。

「遠山の霜月祭り」が各神社で行われました。

旧暦の霜月に全国の神々を迎え、湯の周りを舞

う「湯立て神楽」を奉納し無病息災を祈りまし

た。

整備工事も、順調に進んでいます。無事故・無

災害で完成の日を迎えたいと思います。各地域

の皆様にはご迷惑おかけしますが、ご理解と御

協力をお願いします。

新年あけましておめでとうございます。

旧年中は地域の皆様をはじめ、関係者の皆様に大変お世話になり

感謝申し上げます。

現場のスペースに制約があり、思うように工事を進めることがで

きませんが、樋工により水替を行い、右岸側のグランドアンカー

の施工を進めています。その後は、上流側より順番に土工および

コンクリート打設を行いますので、大型車両の通行が増加します。

一般車両を優先とし、安全運転に心掛け運行します。

地元の皆様には、ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお

願い致します。

株式会社 近藤工務店

台風19号被災 令和元年10月12日

12月14日 木沢正八幡神社 12月13日 和田諏訪神社

折立橋ブッポウソウ

無事巣立ったよ

あちち

現在の現場のようす

現在の現場のようす

グランドアンカー

樋(とい)工

遠山川
折立橋
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